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秋田市教育委員会平成２９年９月定例会会議録

１ 日 時 平成２９年９月２８日(木)

午後３時３０分～午後４時５０分

２ 場 所 ５－Ａ会議室

３ 出席委員 教育長

教育委員

教育委員

教育委員

教育委員

４ 出席職員 教育次長

教育次長

総務課長

学事課長

教職員室長

教育研究所長

生涯学習室長

総務課長補佐

総務課副参事

総務課副参事

学事課長補佐

学校教育課長補佐

総務課主席主査

総務課主席主査

学事課主席主査

教育研究所主席主査

総務課主査

総務課主査

総務課主査
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５ 議 題

【付議案件】

議案第23号 教育委員会事務の点検・評価に関する件

【教育長等の報告】

(1) 平成30年度秋田市立秋田商業高等学校の生徒募集公告について

(2) 小・中学校の適正配置に関する市民説明会の開催状況について

(3) 平成29年度全国学力・学習状況調査における秋田市の調査結果について

６ 議 事 午後３時３０分開会

【平成２９年８月定例会会議録の承認】

平成２９年８月定例会会議録について、異議がないため承認された。

【会議録署名委員の指名】

教育長が今回会議録の署名委員として委員２名を指名した。

【付議案件】

議案第23号 教育委員会事務の点検・評価に関する件

教育長 事務局から説明をお願いする。

総務課長 （資料に基づき説明）

教育次長 （目標１ 志を持ち「徳・知・体」の調和がとれた子ど

もをはぐくむ学校教育の充実の施策に関する学識経験者か

らの意見等について、報告書に基づき説明）

学事課長 （目標２ 将来にわたり安全安心で快適な学校教育環境

の整備の施策に関する学識経験者の意見等について、報告

書に基づき説明）

総務課長 （目標２ 将来にわたり安全安心で快適な学校教育環境

の整備の施策のうち、学校施設の整備の施策に関する学識

経験者の意見等について、報告書に基づき説明）
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生涯学習室長 （目標３ 生涯を通じて個性と能力を発揮できる社会教

育の充実の施策に関する学識経験者からの意見等について、

報告書に基づき説明）

総務課長 今回いただいた意見を基に施策事業の改善を図るほか、

新たな取り組みが求められる事業については、当初予算に

反映させていきたい。

委員 今後、学識経験者の意見がどの様に反映されているのか

市民に発信できる機会があればよい。

総務課長 新しい教育ビジョンを策定し、そのビジョンの大系に沿

って点検・評価報告書を作成した。これが標準的な形にな

ると思う。毎年点検・評価を繰り返すことで前年度の意見

についての結果を点検評価の作業も含めて市民に分かりや

すく発信できるよう、改善しながら進めていきたい。

教育長 以前の点検・評価の様式は前年度に学識経験者からの意

見があり、それについてどう取り組んだかを記載していた。

今年から様式が変わったが、どういった形で記載するのか

は今後の検討になるのか。

総務課長 今回、学識経験者からいただいた意見は、私たちが進め

ていく方向と一緒であると捉えている。意見についての結

果を出すのは次回であると考えている。

※ 議案第23号については、全員賛成により議決された。

【教育長等の報告】

(1) 平成30年度秋田市立秋田商業高等学校の生徒募集公告について

教育長 事務局から説明をお願いする。

学事課長 （資料に基づき説明）

教育長 昨年度の秋田商業高等学校の倍率はどのくらいであった

のか。

学事課補佐 秋田商業高等学校の前期選抜は、定員７２名に対して受

験者９２名であり、倍率は１．２８倍であった。一般選抜
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は、定員１６８名に対して受験者２２４名であり、倍率は

１．３３倍であった。

委員 先ほどの説明で学校教育法施行規則第９５条についての

説明があった。中学校卒業と同等の学力について説明して

ほしい。

学事課長 海外で学校教育の９年過程を卒業してきた方を想定して

いる。

委員 海外の日本人学校で中学校課程を卒業した方を想定して

いるのか。

教育長 日本人学校は、中学校として認められている。今の例は

海外の現地学校に修学年限通っていた方である。

委員 秋田商業高等学校における秋田市内出身者と市外出身者

の生徒の比率はどのくらいなのか。

学事課長補佐 全校生徒７１８名のうち、市内出身者が５７３名、市外

出身者が１４５名であり、７９．８％が市内出身者である。

委員 他の公立高等学校では定員減が続いているが、秋田商業

高等学校の定員はどうなっているのか。

教育次長 秋田商業高等学校は、秋田県で唯一の商業高校であるこ

とから、定員は減っていない。

教育長 倍率も高く、スポーツ活動も盛んであり、インターハイ

出場者も全県トップである。定員の削減には向かっていな

い。

(2) 小・中学校の適正配置に関する市民説明会の開催状況について

教育長 事務局から説明をお願いする。

学事課長 （資料に基づき説明）

委員 この資料を秋田市公式YouTubeで見ることができるのか。

学事課長 配付した資料を画像ですべて見ることが出来る。

教育長 この資料について学事課長が説明している様子を見るこ

とができるということだ。

委員 秋田市の広報に適正配置についての特集が載ると聞いた。
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秋田市民に適正配置について知ってもらうよい機会だ。

教育長 市民にアピールできるような紙面の工夫をお願いする。

委員 Twitterでも周知をおこなったのか。

学事課長 秋田市公式ＳＮＳであるTwitter、Facebook、YouTubeの

３つを使用して周知をおこなった。来場者には若い方もい

たのでTwitterを見て説明会に来てくれたのかもしれない。

委員 あらゆる方法を使って周知したということがよく分かっ

た。

委員 説明会に参加した人から今まではなんとしても学校を守

らなくてはならないと考えていたが、適正配置についての

説明を聞くうちに将来の事を考えなくてはならないと感じ

るようになったという話を聞いた。説明会で聞いた話を自

分の住んでいる地域の人に説明したいということであった。

委員 資料を見ると学校から配布した案内で説明会の開催を知

った人が多いようだ。この資料と同じような内容やYouTube

でも説明会の様子を視聴することが出来ること等について、

学校から配布する予定は無いのか。

学事課長 その点については、今後検討したいと思う。

(3) 平成29年度全国学力・学習状況調査における秋田市の調査結果について

教育長 事務局から説明をお願いする。

教育研究所長 （資料に基づき説明）

委員 現状の課題について、どのような形で検証を行っている

のか。

教育研究所長 全国学力・学習状況調査は毎年行われているため、経年

の結果も参考にしている。また、小学校２年生と５年生を

対象に行う本市独自の基礎学力調査では、子どもの学力に

合った問題を出題するとともに全国学力・学習状況調査の

傾向を踏まえた問題も出題している。その結果を分析して、

本市の子どもたちの課題が改善してきているのかを検証し

ている。改善が進まない分野については、分析し、学校訪
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問等で各校へ指導している。

委員 保護者や地域の方々にも改善点や課題について知らせて

いるのか。

教育研究所長 今配付している資料でお知らせしている。また学校ごと

に調査結果をまとめ、保護者や地域にお知らせしている。

委員 全国学力・学習状況調査の結果がよいのは喜ばしいこと

だが、調査は競争意識をあおるためのものではない。教育

委員会がやるべきことをやった結果として受け止めればよ

いと思う。

委員 秋田市教育委員会が、子どもたちにどういった力を付け、

環境をどう整えるか等を真摯に話し合っている結果につな

がっている部分もあるのではないだろうか。

学校訪問で子どもたちの家庭学習ノートを見るとみんな

復習を頑張っている。先生たちも忙しい中、細やかに赤ペ

ンで書き込みをしている。毎日内容の濃い家庭学習ノート

で学校の授業の復習をすることで学んだ事をきちんと身に

つけることができている部分は非常に大きいと思う。

ただ、「地域の大人に勉強やスポーツを教えてもらった

り、一緒に遊んでもらったりすることがある」という項目

の肯定的な回答の割合が低いのはどういったことなのだろ

うか。

教育研究所長 学校と地域の関わりになると「読み聞かせ」「ふるさと

先生」「職場体験」などを行っており、教育経営に関する

調査でも地域との関わりが深まってきていることがわかる。

一方で子どもが少なくなり、子ども会などでの地域との接

点が少なくなったことが肯定的な回答の割合が低くなった

原因の一つではないだろうか。

委員 学校の教育活動の中では、地域の大人とふれあう機会が

あるが、学校以外ではそういった機会が少ないということ

なのか。秋田市のスポーツ少年団の加入率は全国的に高く、

学校が終わるとスポーツ少年団で活動しているため、地域
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で活動していないと解釈すればよいのだろうか。

教育次長 設問の「地域の大人に」という部分が原因だと思う。地

域の特定の誰かをイメージしにくいのだと思う。地域と学

校、地域と子どもたちの結びつきが薄いということは決し

てなく、「地域の特定の大人」とはふれあっていないと子

どもたちが思ってしまった結果だと思う。「地域とふれあ

ってるか」という質問であればポイントはもっと高かった

だろう。

教育長 地域行事への参加についての回答はどうだったのか。

教育研究所長 小学校は７８％が肯定的な回答をしており、全国平均を

上回っている。中学校は４１％が肯定的な回答で全国平均

とほぼ同じである。

委員 地域に商店街があれば、子どもが帰る際に声をかけてく

れるのかもしれないが、秋田市では車で送り迎えする例も

多い。地域の関わりが薄くなってきていると感じている。

教育長 人口が減少していく中で、町内会でも関わり合いが減り、

子ども会も成り立たなくなってきている。地域との関わり

が少なくなったことが、子どもたちに影響を与えているか

もしれない。

委員 子ども会が成り立たない所がたくさんあり、今年の春に

秋田市の子ども会連合会は解散した。行事としては色々、

提供しているものの、子どもたちの数がどんどん少なくな

り、取り合いになっていると感じている。

【その他、今後の日程についての報告】

総務課長補佐 教育委員会定例会は原則、毎月第４木曜日としており、

１０月定例会は１０月２６日（木）午後３時３０分からを予

定している。

教育長 １０月定例会は１０月２６日午後３時３０分からとする。

委員の皆様、日程調整をお願いする。
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午後４時５０分閉会

以 上


